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在
籍
す
る
生
徒
の
所
属
校

小
学
校　

愛
国
・
芦
野
・
富
原

中
学
校　

青
陵
・
美
原
・
景
雲･

附
属･

富
原
・
別
保
・
鶴
居

高　

校　

湖
陵
・
江
南

過保護・過干渉は子供をダメに！

大 き な 声 で あ い さ つ を！

11 月 の 予 定

8 期生で独立して防水の仕
事をしている小路大輔君が
久々に顔を見せました。仕
事はとても忙しいそうです。

10/24 12 期生の西川俊之君と５期生の泰範君兄弟と同じく５期生の小林玲香さんが塾
に来てくれました。俊之君は１０年ぶりで札幌中央消防署のスーパーレスキューに所
属し、泰範君は 25 年ぶりで神奈川の茅ケ崎で美容室を２店経営しています。二人とも
大変な努力をして自分の夢を実現しています。皆さんも夢を持って頑張りましょう！

千
原
ジ
ュ
ニ
ア
さ
ん
「
夢
答
え
ら
れ
な
く
て
も
い
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
登
校
経
験
を
中
高
生
に
講
演

  　

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る
中
高
生
に
向
け
、
中

学
時
代
に
不
登
校
を
経
験
し
た
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
千

原
ジ
ュ
ニ
ア
さ
ん
が
8
月
19
日
、
名
古
屋
市
内
で
講
演

し
、
多
感
な
若
者
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

会
場
に
は
中
高
生
と
そ
の
保
護
者
ら
約
４
０
０
人
が

訪
れ
た
。
千
原
さ
ん
は
中
学
時
代
、
学
校
生
活
に
な
じ

め
ず
不
登
校
に
な
っ
た
と
い
う
。
自
ら
の
経
験
を
踏
ま

え
、
狭
い
殻
の
中
で
悩
ま
ず
視
野
を
広
げ
、
自
分
で
考

え
る
姿
勢
が
大
切
だ
と
し
「
あ
ふ
れ
る
情
報
を
う
の
み

に
す
る
こ
と
な
く
、
疑
う
こ
と
で
（
新
た
な
）
発
見
を

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
将
来
の
夢
が
思
い
浮
か
ば
な
い
と

い
う
生
徒
に
「（
夢
を
）
目
指
し
て
山
を
登
る
人
も
い

る
し
、
足
元
を
見
て
歩
い
て
い
た
ら
た
ど
り
着
く
人
も

い
る
。
夢
を
答
え
ら
れ
な
く
て
も
い
い
。
ど
こ
で
扉
が

開
く
か
分
か
ら
な
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

道
内
い
じ
め
最
多
３
万
４
千
件　

22
年
度

　
　
　
　
　
　

不
登
校
は
１
万
２
千
人　

文
科
省
調
査

　　

文
部
科
学
省
は
４
日
、
全
国
の
国
公
私
立
学
校

の
い
じ
め
認
知
件
数
や
不
登
校
の
人
数
を
調
べ
る

２
０
２
２
年
度
の
「
問
題
行
動
・
不
登
校
調
査
」
の

結
果
を
発
表
し
た
。
道
内
で
認
知
さ
れ
た
い
じ
め
は
、

小
中
高
、
特
別
支
援
学
校
合
わ
せ
て
３
万
４
４
９
９

件
で
、
前
年
度
比
５
０
・
７
％
増
。
小
中
学
校
で
３
０

日
以
上
欠
席
し
た
不
登
校
の
児
童
生
徒
は
、
道
内
で

同
１
６
・
４
％
増
の
１
万
２
３
２
０
人
で
、
い
ず
れ
も

過
去
最
多
を
更
新
し
た
。

　

全
国
で
も
い
じ
め
の
件
数
は
過
去
最
多
と
な
り
、

同
１
０
・
８
％
増
の
６
８
万
１
９
４
８
件
。
文
科
省
に

よ
る
と
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
が
強
か
っ

た
２
０
、２
１
年
度
に
比
べ
部
活
動
や
学
校
行
事
が
再

開
さ
れ
接
触
機
会
が
増
え
た
こ
と
や
、
各
学
校
で
い

じ
め
を
積
極
的
に
認
知
す
る
傾
向
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
理
由
と
み
ら
れ
る
。
千
人
あ
た
り
の
認

知
件
数
は
、
全
国
平
均
が
５
３
・
３
件
に
対
し
、
道
内

は
７
０
・
０
件
。

　

心
身
や
財
産
が
深
刻
な
被
害
を
受
け
る
「
重
大
事

態
」
は
、
全
国
で
同
３
０
・
７
％
増
の
９
２
３
件
。
こ

の
う
ち
道
内
は
３
４
件
で
、
２
０
件
増
え
た
。

　

道
内
で
い
じ
め
の
件
数
が
大
幅
に
増
え
た
理
由
に

つ
い
て
、
道
教
委
は
２
２
年
５
月
に
開
設
し
た
相
談

窓
口
「
お
な
や
み
ポ
ス
ト
」
な
ど
を
あ
げ
「
児
童
生

徒
が
相
談
し
や
す
く
な
り
、
い
じ
め
の
認
知
が
増
え

た
う
え
、
各
学
校
で
い
じ
め
の
定
義
に
関
す
る
理
解

が
広
が
っ
た
た
め
」
と
み
て
い
る
。

　

小
中
学
校
の
不

登
校
は
、
全
国

も
過
去
最
多
で

２
９
万
９
０
４
８

人
だ
っ
た
。
千

人
あ
た
り
の
不

登
校
の
児
童
生

徒
は
、
小
学
校

１
７
・
０
人
、
中

学
校
５
９
・
８
人
。

道
内
は
小
学
校

１
６
・
３
人
、
中
学

校
７
０
・
２
人
で
、

中
学
校
は
都
道
府

県
別
で
２
番
目
に
多
か
っ
た
。

　

自
殺
し
た
児
童
生
徒
は
、
全
国
で
４
１
１
人
で
、

同
４
３
人
増
。
こ
の
う
ち
５
人
が
い
じ
め
の
問
題
を

抱
え
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
郷
由
美
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
新
聞  

23
年
10
月
4
日

　

あ
な
た
は
イ
ジ
メ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
イ
ジ
メ

て
は
い
ま
せ
ん
か
？

定 

期 

テ 

ス 

ト 

の
 11  

月 

で 

す 

！

　

朝
晩
冷
え
込
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
冬
に
向
か
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の

兆
し
も
あ
り
気
を
抜
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
11
月

は
中
学
校
、
高
校
と
も
に
定
期
テ
ス
ト
で
す
。
特
に

中
3
生
は
学
力
Ｃ
と
道
コ
ン
も
あ
り
ま
す
。
本
格
的

な
受
験
勉
強
（
12
月
～
2
月
）
に
入
る
前
の
大
事
な

テ
ス
ト
で
す
。

　

高
校
入
試
ま
で
１
２
５
日
で
す
。
志
望
校
に
向
け

て
積
極
的
な
姿
勢
で
臨
み
ま
し
ょ
う
。

季
節
の
変
わ
り
目
で
す
か
ら
体
調
に
注
意
し
て
し
っ

か
り
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

9
月
14
日
の
副
校
長
に
続
き
10
月
2
日
に
釧
路
高

専
の
校
長
が
塾
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
全
国
に
51
校

し
か
な
い
高
専
に
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
と
！　公立高校入試まで

   あ と 125 日

共通テストまで
 あ と 72 日

記
録
的
な
暑
さ
だ
っ
た
道
内

                        

夏
休
み
延
長
へ
各
地
で
検
討
進
む

　　

道
内
は
こ
と
し
、
各
地
で
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が

発
表
さ
れ
る
な
ど
記
録
的
な
暑
さ
に
な
り
、
臨
時
休
校

す
る
学
校
も
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
受
け

て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
の
佐
呂
間
町
は
児
童
や
生
徒
の
熱

中
症
を
防
ご
う
と
、
こ
れ
ま
で
よ
り
夏
休
み
を
延
長
で

き
る
よ
う
規
則
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

道
内
の
ほ
か
の
自
治
体
や
道
教
育
委
員
会
で
も
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

釧
路
市

　

夏
休
み
期
間
の
延
長
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

帯
広
市

　

来
年
度
の
小
中
学
校
の
夏
休
み
を
延
長
し
、
冬
休
み

を
短
縮
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

札
幌
市

　

小
学
校
の
夏
休
み
を
25
日
間
か
ら
30
日
間
に
延
長

し
、
冬
休
み
を
25
日
間
か
ら
20
日
間
に
短
縮
す
る
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。　

10/28　中３生の関数特講　　　　　　　 小学生も中学生も高校生も日々頑張っています！

ありがとう
ございます



　　　
　 　そういうのんのん先生自身も、かつては生徒には厳しく指導しなくては

ならないと思っていたそうですが、心理学や脳科学を学び、まず必要なの
は、子どもたちが安心して通える場所であることが最優先だと考えるよう
になったそうです。しかし、まだまだ多くの学校で、生徒を学校に合わせ
させる方向で教育が行われているのではないでしょうか。
　そんな中、学校にも変化の兆しはあります。その 1 つが学校内フリース
クールとも言える場所をつくる動きです。
　広島県の SSR（スペシャルサポートルーム）は、すべての児童生徒の「主
体的な学び」の実現のために、一斉指導を前提としたカリキュラムだけで
はなく、子どもの実態に応じた多様な“選択肢”と“自己決定”を意識し
た教育活動の推進を掲げてつくられました。こうした取り組みは全国に広
がりつつあり、埼玉県戸田市では、戸田型オルタナティブ・プランという
取り組みがあり、今年から市内の全小学校に校内サポートルームを開設し
ています。
　このように、自治体主導で居場所づくりが進められている地域以外にも、
学校独自の取り組みとして、居場所づくりを実現している学校もあります。
その 1 つが、大阪市立友渕中学校。この学校にも学校に通えない、通わな
いという子どもたちはおり、そういう子たちの居場所をつくりたいと 1 年
かけて準備をし、今年 6 月に校内の図書室に「ほっとスペース」を開設し
ました。
　開設にあたっての校内の反応は、おおむね好意的でした。というのも、
これまでも、教室に入れない子どもたちのサポートを空き時間のある教員
が行っていたからです。
　専任のスタッフがいるほっとスペースができたことで、子どもたちに
とっては安心して過ごせる場所が校内に確保できたと同時に、教員の働き
方改革にもつながる取り組みとなったのです。

ホッとスペースは月曜から金曜まで開いていて、

そのうち 4 日は心理士、養護教諭、教諭の資格を持っ

た NPO 法人の職員が滞在しています（残りの 1 日

は生活指導支援員が滞在）。

（中略）
不登校の原因は「豆腐メンタル」と「親の過干渉」!?
　一方、子どもたちが安心して過ごすためには、ただスペースがあればい
いということではありません。
　不登校約 30 万人という数字について、「あのつまらない場所にいればそ
うなるだろうなと思った。すでに学校制度は崩壊している」と言うのは、
教育革命家 / やる気いっぱい幸せいっぱいクラスの請負人を自認する元小
学校教員の梶谷希美さん。「今のさまざまな問題の原因は、明治以来続い
てきた日本の学校教育のシステムにある」と言います。
　のんのん先生も、10 年くらい前から子どもたちの変化を感じるように
なったそうで、以前なら厳しい指導に対して反抗してきたけれど、今は
ちょっとした一言で心が折れてしまう。豆腐メンタルだと言います。その
原因は 2 つあると、のんのん先生は言います。
　1 つは生物としての弱さ。体と脳が育つ大事な幼少期から、生活習慣が
乱れて、良質な睡眠や食事が取れていないことで基盤ができていない。生
活リズムが整わないと、こころをコントロールする脳の前頭前野がしっか
りと育たず、友達のちょっとした言葉に傷ついてしまうのです。
　もう 1 つが、親の過干渉があるとのんのん先生。確かに、親子の関わり
方は、不登校の原因に挙がっています。とくに不登校になると、昼夜逆転
など生活の乱れが見られるケースも多いのですが、この状況を悪化させな
いためには、親子の信頼関係が欠かせないとのんのん先生。しかし、親だっ
て壁にぶつかる子どもにどんな言葉をかけたらいいのか、習っていないか
らわかりません。
　私も子育てに悩んだ経験があり、コーチングや心理学、脳科学を学びま
したが、よかれと思って逆のことをしていたことに気づきました。そんな
経験からも、子どもを導く役割を担う親も先生も、関わり方を学ぶ必要が
あると感じています。のんのん先生も、心理学と脳科学、栄養学を取り入
れた不登校の親向け講座を開いていますが、親の関わり方が変わると子ど
もは変わっていくそうです。
つまり、子育てや教育に関わる人が、常識だと思っていることをアップデー
トしていくことが、問題解決には欠かせないのです。産経新聞 2023/10/13

２１歳の６割「紙の本読まず」　
電子書籍も「読まない」７割　文科省調査

　２１歳の若者の６割は全く本を読まない―。文部科学省が１３日に公表
した令和４年の「２１世紀出生児縦断調査」でこんな結果が出た。同じ若
者が小学生だった当時よりも読書量が大きく落ち込んでおり、交流サイト

（ＳＮＳ）や動画投稿サイトの普及が一因と指摘されている。文科省は「読
書は人生の豊かさにつながる。図書館の整備などを通して読書の習慣付け
を後押ししたい」とした。
　文科省は、平成１３年に生まれた特定の子供に毎年多岐にわたる質問を
して変化を調べている。今回は約２万２千人分の回答を分析した。

「この１カ月に読んだ紙の書籍（本）の数」との質問に「０冊」と答えた
のは６２. ３％。「１冊」１９. ７％、「２、３冊」１２. ３％、「４冊以上」５. ８％
だった。２３年（１０歳当時）の調査では、子供の読書習慣を保護者に尋
ねて「１カ月に０冊」は１０. ３％しかいなかった。
　また、令和４年調査で、「この１カ月に読んだ電子書籍（本）の数」を
尋ねても「０冊」が７８. １％を占めた。
 不登校 29 万 9048 人で過去最多

｢ 日本の教育 ｣ はすでに崩壊していると言える訳
大人の同調圧力が子どもを追い詰めている
　小・中学校における不登校児童生徒数は 29 万 9048 人と、前年度から
22.1％も増え過去最多となった。なぜ、こんなにも増えているのか。しか
もこの数字は、「登校しないあるいはしたくともできない状況にあるため
に年間 30 日以上欠席した者のうち、病気や経済的な理由による者を除い
たもの」で、行き渋りといわれる子どもたちも含めると、実際にはもっと
多くの学校にいけない子が存在するという。学校現場の状況や子どもたち
のリアルについて、先生や不登校支援をしている方に、教育ジャーナリス
トの中曽根陽子氏が取材した。
　文部科学省が 10 月 4 日に発表した、「令和 4 年度 児童生徒の問題行動・
不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」によると、小・中学校に
おける不登校児童生徒数は 29 万 9048 人。前年度から 5 万 4108 人（22.1％）
も増加し、過去最多となりました。小・中・高校などで認知したいじめ件
数も過去最多の 68 万 1948 件となっています。
　不登校の内訳は、小学校が 10 万 5112 人（前年度比 29.0％増）、中学校
が 19 万 3936 人（同 18.7％増）。10 年前と比較すると小学生は 3.6 倍、中
学生は 2.1 倍増となっています。しかし、不登校の数にカウントされるのは、

「何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、登
校しないあるいはしたくともできない状況にあるために年間 30 日以上欠
席した者のうち、病気や経済的な理由による者を除いたもの」なので、行
き渋りといわれる子どもたちも含めると、実際はもっと多くの学校にいけ
ない子が存在しているはずです。
　不登校の理由について、いちばん多いのは無気力や不安。ついで生活リ
ズムの乱れ、そしていじめを除く友人関係をめぐる問題、親子の関わり方
と続きます。
　文科省は、新型コロナによる環境の変化が、子どもたちにも大きな影響
を与えていると分析し、共通施策として、個々の児童生徒の状況に応じて
必要な支援や、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、関
係機関との連携、アウトリーチ機能の強化による教育相談体制などを進め
るとともに、これらを踏まえた取り組みを実施するため 2024 年度概算要
求に予算を計上するとしています。
　もちろん、そのような支援も重要だとは思いますが、そもそも人材不足
の中でどれだけ即効性があるのか疑問ですし、そのような対症療法でこの
問題が解決するとも思えません。何より、1 年で 5 万 4108 人増という数字
は、単にコロナによる環境の変化で片付けていいのか、すでに学校教育が
現状に合わなくなっていると見るべきではないのか。そんな疑問を持って、
現場の先生や不登校支援をしている元教職員の方などに、現場の状況や子
どもたちのリアルについて話を聞きました。
窮屈で画一的な学校の空気がしんどい
　実際、全生徒の約 15％にあたる生徒が教室に入れない、あるいは入らな
いと決めているという。公立中学校の先生は、この数字について「窮屈で
画一的な学校の空気をしんどいと感じる子が増えていると感じている」と
言います。
　元高校教師で、今は不登校専門家として活動している野々はなこさん（通
称のんのん先生）は、「今の学校は、同じ硬い椅子に子どもたちを無理や
り座らせようとしていて、多様な子どもたちに対応できていない」と言い
ます。


